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和物 1.00 g を電子天秤で測り，超純水 10 ml に溶解して 500 







　6 mM EDTA 溶液の調製は，500 mM EDTA 溶液 12 µl
を 988 µl の水に加え計 1 ml とした。108 mM（0.33 %）過
酸化水素の調製は，エッペンドルフ型チューブ（容量 1.5 
ml）に超純水 989 µl と過酸化水素の原液（30％）11 µl を加
え，よく攪拌した。そこから 60 µl を 940 µl の水に加え計
1,000 µl とした（終濃度 6.5 mM）。生徒実験用のカタラー
ゼ溶液の調製は，カタラーゼ 1 mg を 1 ml の超純水に溶解
した（13,000 U/mg）。

































ウェルに添加した後，100 V で 30 分間電気泳動を行った。
　DNA（φX174）サンプルのみ，DNA に過酸化水素のみ
を加えたもの，DNA に Fe2+ のみを加えたもの，DNA に
過酸化水素と Fe2+ の両方を加えた 4 つのそれぞれの反応
溶液の各 DNA バンドの検出は，泳動後のゲルを LED ト
ランスイルミネーターゲルみえーる（Wako）にのせ，暗



























た。レーン③，⑦，⑪は，それぞれ DNA に Fe2+ のみを
加えた。レーン④，⑧，⑫は，それぞれ DNA に過酸化水
素と Fe2+ の両方を加えた（図 2）。
　生徒用実験は，図 2 の条件Ⅱ（0.6 mM Fe2+ と 1.3 mM 過
酸化水素）で行った。本来の実験条件としては図 2 に示し


















































































































DNA の検出方法としては，ゲルに LED を照射すること
で，安全性と廃液面に考慮して最適実験条件の検討を行っ


























































をしている中学生 3 名と 21 名の高校生（高 1：9 名，高 2：
8 名，高 3：4 名）に対して実施し，回答を得た。アンケー


















































































































































4）　有馬朗人ほか 57 名（2012）理科の世界 3 年，大日本図書．
p. 102.
5）　霜田光一ほか 25 名（2012）中学校科学 3，学校図書．p. 146.







































平成 7 年度（第 27 回）東レ理科教育　奨励作．pp. 54-56.









S.  and Niimura, Y.  (2007)  Synechocystis DrgA protein 

























DNA decomposition  from hydroxyl radicals  (reactive oxygen species) derived  from hydrogen peroxide 
and  ferrous  iron.    In addition  to  the educational practice conducted  for  junior high and high school 






peroxide while using oxygen as  a  source of  energy.   Thus,  the  experimental  teaching material  is 
encouraged to be introduced to high school biology class as part of progressive educational material.
Key words：Science experimental teaching material, Reactive oxygen species (ROS), Hydrogen peroxide, 
Enzyme, Biotechnology
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